
令和７年４月 10日 

 

チームたかとく 

「なかよく学び すすんで働こう」「希望・意欲・自立」 

子どもの育成を目指して ‐0410分校職員会議資料②- 

～自分のできることで、まわりの人を笑顔にしよう！幸せにしよう！～ 

上 松  武 

□入学式を終えて 

 ○「幸せな時間でした」～来賓からの感想でした！～ 

  ・入学式を終えて帰られる来賓が言った言葉でした。 

・当校の生徒たちがほめられたことで、とてもうれしい気持ちになるとともに、入学式 

当日に外部の方にそう思わせる先生方の、生徒たちに対する熱い想いを感じました。 

  ・そして、何がそう感じさせたのか、自分なりに考えてみました。 

    －その子なりの振る舞いとして、一つ一つの所作が美しく見る人に映った。 

    －環境が変わり、気持ちを新たに頑張ることが行動に表れていた。 

  ・５月には、校内・現場実習がスタートします。このことは、事業所の方々が「お、白嶺 

の生徒、いいぞ」と思うポイントなのではないかと思いました。 

  ・私たち職員は、生徒が他者からどう見られているかを意識して指導支援していかなけ 

ればならないと考えています。 

  ・そして、一緒にいて互いが幸せな時間を過ごせるように、心ひとつにして指導支援を行 

っていきましょう。 

 

 ○学校あげての新入生の歓迎 ～生徒も職員も気持ちは一緒！～ 

・入学式受付脇の手作りの桜の木が、お祝 

いメッセージで満開でした。このメッセ 

ージも見る人を幸せな気持ちにさせます。 

・年度初めにお話しした「心ひとつに」が具 

体化され、とてもうれしく思いました。今 

後も続けていきたい、とてもいい取組で 

す。 

・今年度の大きな学習活動、例えば、「校内・ 

現場実習」が始まる時、お互いを気遣った 

り励ましたりするメッセージを貼ってみ 

る。終わった時に労いのメッセージを貼 

ってみるといった取組をしてみませんか。 

今よりも「一体感」が生まれるかもしれま 

せん。 

 

□こういう人生を本校の生徒たちにも！ 

・朝新聞を読んでいたら、次ページの記事が目に止ました。 

・ご自身の経験から積極的に行動している方だな～と敬意を抱きながら読みました。当事 

者の声はとても大切ですし、いろいろと事を動かす力があります。 



・当校の生徒が学校外に出掛ける機会がこれから増えると思います。その際に、生徒たち 

がまちの人に声を掛けるよう、私たち職員がつなぎ役をしましょう。 

・そうすることで、まちの人は生徒を知ることになり、正しく関わることにつながっていき 

ます。 

・卒業した時に、この地域が生徒たちにとって少しでも暮らしやすくなっているために、 

 今からまちの人たちと積極的に関わっていきませんか。 
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